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1.研究背景 

カーボンナノチューブ（CNT）をポリウレタン固化時に混入させると耐摩耗性の向上が見られ

た[1]。さらに CO2N2プラズマ処理をするとより向上するのでこれはイソシアネート基が CNT に

形成されたことによるものだと考えられる。今回は CNT にイソシアネート基の形成の度合を評価

することを目的とする。 

 

2.評価方法 

この研究では、イソシアネート基を蛍光試薬のアクリジンイエロー(AY)と反応させることで検

出する。プラズマ処理を行った CNT を THF中に分散させ AY 溶液と反応させた。その後 THFに

より洗浄を行い未反応の AY を除去し、試料とした。サンプルは CO2N2ガスによるプラズマ処理

あり、プラズマ処理なし、AY溶液およびプラズマ処理なしについて測定を行った。ラマン分光器

を用いて 532nmのレーザで励起を行い蛍光およびラマン散乱光を測定した。 

 

3.結果 

図 1に測定結果を示す。全てのサンプルにおいて 573nm、581nmに CNTのラマン散乱によるピ

ークが見られる。プラズマ処理なしと AY 溶液およびプラズマ処理未処理を比べると、ほぼ同一

のスペクトルを示している。一方、プラズマ処理を加えたサンプルにおいては 558nm付近にブロ

ードなピークが見られる。これは CNTのイソシアネート基と反応した AYによる発光だと思われ

る。これより CO2N2プラズマ処理プラズマ処理により多くのイソシアネート基が形成されている

ことを示唆している。この処理による CNT を混入したポリウレタンサンプルは耐摩耗性も高くな

っており前出の結果と一致している。 

 

 
 

図 1.ガス処理別 CNT のラマンスペクトル 
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